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御
挨
拶

拝
啓

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
於
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
六
月
十
七
日
よ

り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ご
訪
問
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
九
月
以
来

両
陛
下
の
二
度
目
と
な
る
海
外
ご
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

五
月
と
九
月
に
は
秋
篠
宮
両
殿
下
が
英
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
ご

訪
問
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
を
見
せ
る
昨
今
、
両
陛
下

を
始
め
皇
室
の
皆
様
が
国
内
外
各
地
へ
の
ご
訪
問
、
ま
た
行
事
等

に
ご
出
席
な
ら
れ
る
お
姿
を
拝
見
致
す
事
が
増
え
ま
し
た
事
は
、

非
常
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
や
国
民
の
た
め
に
と

ご
尽
力
な
さ
る
皇
族
の
皆
様
の
御
心
に
習
い
、
我
々
も
世
の
た
め

人
の
た
め
に
真
心
を
尽
く
し
、
日
々
の
生
活
を
務
め
て
行
か
ね
ば

と
感
じ
る
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
十
一
月
三
日
斎
行
の
崇
敬
会
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二
年
・
三
年
と
中
止
、
昨
年
は
神

事
内
容
を
縮
小
し
て
斎
行
致
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
当
会
よ
り
新

調
奉
納
さ
れ
ま
し
た
新
し
い
提
灯
を
参
道
に
掲
げ
、
神
事
内
容
を

コ
ロ
ナ
前
に
戻
し
、
会
員
皆
様
の
ご
参
列
の
下
、
粛
々
と
執
り
行

い
ま
し
た
。
来
年
は
、
例
大
祭
を
始
め
様
々
な
神
事
及
び
行
事
を

コ
ロ
ナ
前
の
形
に
戻
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
各
神
事
・
行
事
へ
の
皆
様
方
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
で
は
新
年
を
清
々
し
く
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
万
全
の

正
月
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
御
首
の
大
神
様
の

御
神
徳
を
拝
受
な
さ
れ
、
愈
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

敬
具
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▼
夏
越
大
祓

八
月
六
日

上
半
期
に
、
皆
様
が
知
ら
ず
知
ら

ず
受
け
犯
し
た
罪
穢
れ
を
託
さ
れ
ま

し
た
人
形
（
ひ
と
が
た
）
を
、
忌
火

に
て
焚
き
上
げ
致
し
ま
し
た
。

神
事
終
了
後
に
は
、
神
職
に
続
き

ご
参
列
の
皆
さ
ま
が
茅
の
輪
を
く
ぐ

り
、
心
身
を
清
め
厄
災
を
祓
い
、
無

病
息
災
を
願
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

▼
神
明
神
社
例
祭

十
月
十
七
日

本
殿
の
北
西
に
鎮
座
し
、
天
照
大

御
神
を
お
祀
り
す
る
神
明
神
社
の
例

祭
を
お
仕
え
致
し
ま
し
た
。

▼
崇
敬
会
大
祭

十
一
月
三
日

県
内
外
よ
り
崇
敬
会
会
員
の
皆
様

に
ご
参
列
賜
り
、
恙
無
く
斎
行
致
し

ま
し
た
。

昨
年
は
、
神
事
を
縮
小
し
て
行
い

ま
し
た
が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻

し
た
神
事
内
容
で
の
大
祭
と
な
り
ま

し
た
。

祭

事

報

告

▼
末
廣
稲
荷
神
社
例
祭

八
月
六
日

当
神
社
境
内
の
東
に
鎮
座
し
、
京

都
の
伏
見
稲
荷
大
社
よ
り
御
分
霊
を

賜
り
、
宇
迦
之
御
魂
神
を
お
祀
り
し

て
お
り
ま
す
末
廣
稲
荷
神
社
の
例
祭

を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

稲
荷
神
社
参
道
に
掲
げ
ら
れ
た
、

氏
子
子
供
た
ち
に
よ
る
奉
納
行
灯
に

は
、
各
々
の
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
て
お
り
、
稲
荷
神
社
例
祭
に
華

や
か
さ
を
演
出
し
、
参
拝
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

▼
新
嘗
祭

十
一
月
二
十
三
日

新
嘗
祭
は
、
古
来
よ
り
例
祭
・
祈

年
祭
と
並
ぶ
重
要
な
神
事(

三
大
祭)

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
社
に
於
き
ま
し
て
も
、
境
内
の

御
神
饌
田
に
て
育
て
た
初
穂
を
神
さ

ま
に
召
し
上
が
っ
て
頂
き
、
五
穀
豊

穣
へ
の
感
謝
と
共
に
、
皇
室
の
安
寧

及
び
国
家
の
安
泰
を
祈
願
申
し
上
げ

ま
し
た
。

尚
、
ご
神
前
に
供
え
ら
れ
た
初
穂

は
、
後
に
一
粒
一
粒
取
り
分
け
て
、

ご
祈
祷
の
お
下
が
り
と
し
て
お
頒
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

▼
西
宮
神
社
例
祭

七
月
十
七
日

▼
長
寿
祈
願
祭

九
月
十
五
日

▼
月
次
祭

毎
月
一
日
・
二
十
日

滞
り
な
く
斎
行
致
し
ま
し
た
。

諸

祭

典
（
抜
粋
）

▼
七
五
三
参
り

十
一
月
中

七
五
三
参
り
は
、
男
の
子
が
三
歳

と
五
歳
・
女
の
子
が
三
歳
と
七
歳
で

お
参
り
す
る
事
は
広
く
知
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
近
年
で
は
男
女
共
に
三

歳
・
五
歳
・
七
歳
で
の
お
参
り
も
増

え
て
お
り
ま
す
。

十
月
の
中
頃
を
過
ぎ
た
土
・
日
曜

日
に
は
着
飾
っ
た
お
子
様
を
連
れ
た

ご
家
族
の
姿
を
お
見
か
け
す
る
よ
う

に
な
り
、
十
一
月
の
土
・
日
・
祝
日

な
ど
に
は
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
、
と
ま
で
は

行
き
ま
せ
ん
が
、
賑
や
か
な
七
五
三

参
り
を
お
迎
え
す
る
事
が
出
来
た
事

は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。



▽
海
津
市
南
濃
町
に
お
住
ま
い
の
、

中
村
と
み
子
様
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
、

正
月
用
の
鈴
緒
を
新
調
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
正
月
に
は
多
く
の
方
に
鈴

を
鳴
ら
し
て
頂
け
る
よ
う
に
と
、
鈴

緒
の
数
を
増
や
し
て
お
り
ま
す
。
左

写
真
は
、
鈴
緒
の
仮
設
置
の
様
子
で

す
。
初
詣
の
際
は
新
し
い
鈴
緒
を
振

り
、
清
々
し
い
鈴
の
音
と
共
に
、
新

し
い
一
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
世
情
次
第
で
は
鈴
緒
を
撤
去
す
る

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
）

▽
崇
敬
会
よ
り
、
以
下
ご
奉
納
頂
き

ま
し
た
。

一
、
神
前
特
大
幟
一
対

一
、
末
廣
稲
荷
神
社
幟
二
対

一
、
崇
敬
会
大
祭
提
灯
一
対

以
上
、
ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（３） 御 首 神 社 社 報

ご
奉
納
頂
き
ま
し
た

ご
奉
納
頂
き
ま
し
た

▽
ま
た
、
同
じ
く
海
津
市
の
中
村
と

み
子
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
寄
付
に

よ
り
、
巫
女
装
束
一
式
（
白
衣
・
襦

袢
・
緋
袴
・
雪
駄
な
ど
）
を
六
領
、

新
調
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
正
月
に
は
、
真
新
し
い
巫
女
装

束
に
身
を
包
ん
だ
巫
女
さ
ん
等
と
共

に
、
皆
さ
ま
の
初
詣
を
心
よ
り
お
迎

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

問

御
祈
祷
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。

①
厄
年
で
は
無
く
て
も
厄
祓
い
の
御

祈
祷
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

②
家
内
安
全
の
御
祈
祷
は
家
族
揃
っ

て
受
け
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
か
？

③
交
通
安
全
の
御
祈
祷
は
、
車
無
し

で
も
出
来
ま
す
か
？

答

御
祈
祷
の
件
お
答
え
致
し
ま
す
。

①
厄
年
で
は
無
く
と
も
「
悪
い
こ
と

が
続
く
の
で
」
や
「
悪
い
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
た
厄
祓
い

も
ご
ざ
い
ま
す
。

②
家
内
安
全
祈
祷
は
、
家
族
の
代
表

の
方
が
家
族
皆
の
無
事
健
康
を
願
う

御
祈
祷
で
す
の
で
、
全
員
が
お
揃
い

で
無
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
事
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

③
お
車
無
し
で
も
御
祈
祷
は
可
能
で

す
。
ナ
ン
バ
ー
の
読
み
上
げ
が
有
り

ま
す
の
で
、
ナ
ン
バ
ー
を
お
控
え
に

な
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
お
車
で
は
無
く
、
参
拝
者

本
人
の
交
通
安
全
祈
祷
も
お
受
け
致

し
て
お
り
ま
す
。

神
職
へ
の
質
問

神
職
へ
の
質
問

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ



『
新
嘗
祭
と
神
嘗
祭
』
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そ
し
て
神
嘗
祭
は
、
十
月
十
七
日

に
宮
中
お
よ
び
神
宮
で
執
り
行
わ
れ
、

諸
神
に
先
立
ち
天
照
大
御
神
に
新
穀

を
捧
げ
、
収
穫
の
感
謝
を
申
し
上
げ

る
お
祭
り
で
す
。

明
治
時
代
の
改
暦
以
前
は
、
九
月

に
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
改

暦
後
の
九
月
で
は
、
稲
が
未
成
熟
で

御
神
前
へ
の
奉
献
が
間
に
合
わ
な
い

為
、
一
カ
月
遅
ら
せ
て
十
月
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
神
嘗
祭
に
は
天
皇
陛
下
自

ら
が
お
育
て
に
な
ら
れ
た
稲
穂
が
奉

献
さ
れ
、
御
正
宮
の
内
玉
垣
に
懸
け

ら
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
も
新
穀
が
奉

ら
れ
、
十
月
十
五
日
に
は
外
宮
領
民

に
よ
る
陸
曳
き
、
翌
十
六
日
に
は
内

宮
領
民
に
よ
る
川
曳
き
が
行
な
わ
れ
、

式
年
遷
宮
の
御
木
曳
行
事
さ
な
が
ら

に
納
め
ら
れ
ま
す
。

神
嘗
祭
は
神
宮
に
於
い
て
最
も
古

い
由
緒
を
も
ち
、
最
も
重
要
な
祭
典

と
さ
れ
、
そ
の
起
源
は
古
く
、
倭
姫

命
が
神
宮
の
鎮
座
地
を
求
め
て
巡
行

さ
れ
て
い
た
頃
に
有
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
神
嘗
祭
を
機
に
装
束
な
ど

が
一
新
さ
れ
る
事
も
有
り
、
神
嘗
祭

は
神
宮
の
正
月
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
新
嘗
祭
は
勤
労
感
謝
の
日

と
し
て
祝
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

神
嘗
祭
は
休
日
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
二
十
二
年
迄

は
祭
日
と
定
め
ら
れ
、
国
民
皆
で
お

祝
い
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

新
嘗
祭
・
神
嘗
祭
共
に
、
新
穀
を

神
さ
ま
へ
捧
げ
奉
り
、
五
穀
豊
穣
へ

の
感
謝
を
伝
え
る
そ
の
姿
は
、
米
を

主
食
と
し
て
き
た
日
本
人
の
生
活
の

一
部
で
あ
り
、
古
来
よ
り
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
真
心
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
ま
す
。

皆
様
も
、
新
穀
に
限
ら
ず
、
季
節

の
初
物
を
神
さ
ま
（
神
棚
）
に
供
え
、

感
謝
の
心
と
共
に
戴
か
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

十
月
の
中
旬
に
伊
勢
神
宮
（
以
下
、

神
宮
）
に
参
拝
さ
れ
た
方
か
ら
、
伊

勢
で
は
新
嘗
祭
の
事
を
神
嘗
祭
と
言

い
、
一
ヶ
月
前
に
や
る
の
で
す
か
？

と
尋
ね
ら
れ
た
事
が
有
り
ま
す
。

今
回
は
、
名
前
が
似
て
お
り
斎
行

時
期
も
近
い
事
か
ら
混
同
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
、
新
嘗
祭
と
神
嘗
祭
に
つ

い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

御
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
新
嘗
祭
は
毎
年
、
十
一
月
二

十
三
日
に
宮
中
を
始
め
全
国
の
神
社

で
執
り
行
わ
れ
、
新
穀
を
神
さ
ま
に

奉
り
、
五
穀
豊
穣
の
感
謝
を
申
し
上

げ
る
お
祭
り
で
す
。

宮
中
で
は
最
も
重
要
な
祭
典
と
さ

れ
、
天
皇
陛
下
が
自
ら
お
育
て
に
な

ら
れ
た
新
穀
を
皇
祖
を
始
め
八
百
万

の
神
々
に
捧
げ
て
神
恩
に
感
謝
さ
れ
、

陛
下
御
親
も
神
々
と
共
に
新
穀
を
お

召
し
上
が
り
に
な
ら
れ
ま
す
。

新
嘗
祭
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
古
来
よ
り
日
本
各
地
で

五
穀
の
収
穫
に
感
謝
す
る
風
習
が
あ

り
、
弥
生
時
代
に
ま
で
遡
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
会
は
、
「
古
来
首
よ
り
上

の
諸
病
を
憂
う
る
者
此
の
社
に

願
え
ば
霊
験
あ
ら
た
か
‥
‥

」

と
伝
わ
り
し
御
首
神
社
の
御
神

徳
に
感
謝
し
、
ご
家
族
の
諸
病

平
癒
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全

生
業
繁
栄
並
び
に
子
孫
繁
栄
を

願
う
崇
敬
者
の
会
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

入
会
を
望
ま
れ
ま
す
方
は
、

社
務
所
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

早
々
に
案
内
資
料
を
ご
用
意
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

・
入
会
報
告
祭
の
実
施

・
誕
生
特
別
祈
祷
の
実
施

及
び
祈
祷
神
符
の
授
与

・
主
要
祭
典
の
ご
案
内

・
昇
殿
参
拝

個
人

三
千
円
～

家
族

五
千
円
～

特
別

一
万
円
～

法
人

二
万
円
～

名
誉

三
万
円
～

崇
敬
会
入
会
の
ご
案
内

会
員
の
種
類
と
年
会
費

会
員
の
特
典

(

抜
粋)

〈
お
問
い
合
せ
先
〉

神
社
社
務
所
ま
で

〇
五
八
四
―

九
一
―

三
七
〇
〇

〈神宮神領民の初穗曳〉

か
ん
な
め
さ
い
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臨時駐車場駐車場 一方通行

初詣
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東
海
環
状
自
動
車
道
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年
祝
い
の
皆
さ
ん

年
祝
い
の
皆
さ
ん

ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
り

健
康
な
毎
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う

八
方
ふ
さ
が
り
の

八
方
ふ
さ
が
り
の

皆
さ
ん

皆
さ
ん

高島暦参考

方位図

八方ふさがり早見表

〈
抜
粋
〉

白寿 99歳 大正 15年生

米寿 88歳

古稀 70歳

喜寿 77歳

傘寿 80歳

卒寿 90歳

昭和 30年生

昭和 23年生

昭和 20年生

昭和 12年生

昭和 10年生

年祝い早見表 (数え歳）令和6年 令和6年

祭

事

案

内

▼
左
義
長

一
月
十
五
日

一
年
間
ご
守
護
戴
き
ま
し
た
ご
神

札
や
御
守
り
又
神
棚
の
注
連
縄
や
お

正
月
の
注
連
飾
り
を
忌
み
火
に
て
焚

き
上
げ
ま
す
。

但
し
、
注
連
縄
・
注
連
飾
り
の
お

持
込
み
は
、
当
日
の
午
前
中
に
限
り

受
付
け
致
し
ま
す
の
で
、
事
前
の
お

持
込
や
、
焚
き
上
げ
終
了
後
の
お
持

込
は
お
断
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
何

卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
職
全
員
が
拝
殿
に
て
大
祓
詞
を

奏
上
し
た
後
、
皆
様
が
罪
穢
れ
を
託

さ
れ
ま
し
た
人
形
（
ひ
と
が
た
）
を

忌
火
に
て
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

人
形
と
申
し
込
み
封
筒
（
右
の
写

真
）
は
社
頭
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

申
し
込
み
封
筒
に
お
志
と
共
に
納
め
、

社
務
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
社
務
所
に
て
お
尋

ね
下
さ
い
。

▼
浄
火
祭

二
月
三
日

境
内
に
作
ら
れ
た
大
き
な
火
炉
前

に
て
斎
行
致
し
ま
す
。

皆
様
が
祈
願
奉
納
さ
れ
ま
し
た
金

幣
串
や
絵
馬
・
帽
子
な
ど
を
お
焚
き

上
げ
し
、
心
願
成
就
・
厄
祓
い
を
願

い
ま
す
。

尚
、
神
事
終
了
後
に
ご
持
参
の
帽

子
の
焚
き
上
げ
が
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
、
帽
子
を
お
持
ち
に
な
り
ご
参

拝
下
さ
い
。
（
焚
き
上
げ
は
午
前
中

で
終
了
し
ま
す
）

▼
年
越
大
祓

十
二
月
三
十
日

18年生

27年生

36年生

45年生

54年生

63 年生

9 年生

18年生

27年生

平

成

昭

和

9 年生
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さ
く
ら
鈴

初
穂
料

五
〇
〇
円

初
穂
料

五
〇
〇
円

祈
願
絵
馬

開
運
親
子
土
鈴

初
穂
料

一
五
〇
〇
円

授与品・縁起物新年
▼
月
次
祭

毎
月
一
日
・
二
十
日

▼
元
旦
祭

一
月

一
日

▼
祈
年
祭

二
月
十
八
日

▼
鍬
山
神
社
例
祭

三
月
十
七
日

▼
例
大
祭

四
月

二
日

▼
南
宮
神
社
例
祭

五
月

四
日

▼
お
田
植
え
祭

六
月

上
旬

▼
農
休
祭

六
月

中
旬

諸

祭

典
（
抜
粋
）

祭

事

案

内

特
大
開
運
御
守

初
穂
料

三
〇
〇
〇
円

大
き
さ
凡
そ

セ
ン
チ
！

正
月
限
定
・
三
十
体
限
定
の
御
守
で
す
。

２５

http://www.mikubi.or.jp/

御

首

神

社

社

務

所

Ｅ
メ
ー
ル

岐
阜
県
大
垣
市
荒
尾
町
一
二
八
三
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
五
八
四)

九
一
―
三
七
〇
〇

syam
usyo@

m
ikubi.or.jp

厄 年 表

歳 前厄 本厄 後厄
平成  昭和  昭和

３７歳 元 63 62
         年生         年生          年生

 平成  平成  平成

３３歳 5 4 3
         年生         年生          年生

 平成  平成  平成

１９歳 19 18 17
         年生         年生          年生

女

令和6年 （数え歳）

鏡

餅

料
（

十
二
月
末
迄

受
付

）

・
正
月
三
日
間
、
鏡
餅
を
御
神
前
に

お
供
え
い
た
し
ま

す
。
千
円
以
上
の

お
申
込
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

料

受
付
中
で
す

正
月
御
供

餅

鏡
＊
お
下
が
り
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

＊
郵
送
・
書
留
等
に
よ
る
申
込
受
付
中
。

詳
細
は
社
務
所
ま
で
。

初
祈
祷
は
、
元
旦
祭

終
了
後
（
元
旦
午
前
零

時
半
頃
）
よ
り
お
仕
え

致
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
多
数
の
皆
様
が
我
先
に
と
御

祈
祷
（
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
各
種

受
験
合
格
・
病
気
平
癒
祈
願
な
ど
）
を

お
受
け
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

輝
か
し
い
年
の
初
め
に
、
ご
家
族
お

揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

令
和
六
年初

祈
祷
の
ご
案
内

正
月
御
供
（

一
月
初
旬
迄

受
付

）

・
御
供
料

・
酒
類
・
お
餅
・
米
・
野
菜
・
果
物

・
菓
子
な
ど

編
集
部
よ
り
一
言

今
年
も
あ
と
一
カ
月
。
皆
様
、
お
体

ご
自
愛
下
さ
い
ま
し
て
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

歳 前厄 本厄 後厄
 昭和  昭和  昭和

６１歳 40 39 38
         年生         年生          年生

 昭和  昭和  昭和

４２歳 59 58 57
         年生         年生          年生

平成 平成 平成

２５歳 13 12 11
         年生         年生          年生

男


